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一
 市 民 憲 章 （昭和59年loul日制定） 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

O自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困維を克服し新田を切り

聞き．今ロの活力に満ちた五所川原市を築き 

Lげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し．広

い規野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って，こ

こに市民憲章を定めます。 
一
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昭和62年 

No.634 

毎
号
と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

お
冒
罵

団
自
絵
が
舞
包
 

藻
川
地

区
で

津
軽

凧
揚
げ

大
会
 

藻
川
地
区
の
水
田
で
ニ
月
＋
 

秋
田
県
な
ど
か
ら
約
二
百
人
が

五
日
、
 
「第

一
回
津
軽
凧
揚
げ
 

参
加
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
大
会
」
が
開
か
れ
、
 

こ
の
日
は
北
西
の
季
節
風
が

津
軽

一
円
と
遠
く
は
む
つ
市
、
 

強
く
、
時
折
す
さ
ま
じ
い
吹
雪
 

◇

、
 

●
L
 

れ
 

』
一
 

、
 

 

・

弁

”
 

に
変
わ
る
悪
天
候
と
な
り
ま
し

た
が
、
凧
揚
げ
を
見
よ
う
と
地

区
住
民
を
は
じ
め
フ
ァ
ン
約
五

百
人
が
見
物
に
訪
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、藻
川
凧
の
会
（
一

戸
幸
雄
会
長
）
が
主
催
し
た
も

の
で
、参
加
資
格
は
「津
軽
凧
」
 

の
愛
好
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
よ

く
、
子
ど
も
の
部

（
中
学
生以

下
）
が
西
の
内
十
枚
ま
で
、
大

人
の
部
が
同
十
二
枚
未
満
と
十

ニ
、
三
十
枚
の
二
区
分
、
団
体

の
部
が
同
三
十

一
枚
以
上
の
合

わ
せ
て
四
区
分
で
、
参
加
者
の

最
高
は
西
の
内
七
十
四
枚
と
い

う
大
凧
。
 

競
技
は
午
前
十
時
か
ら
始
ま
 
 

り
、
津
軽
凧
絵
師
の
阿
部
義
夫

さ
ん
ら
五
人
の
審
査
員
が
凧
の
 

「揚
げ
方
と
見
映
え
」
 
「安
定

度
」
 
「鳴
り
」
の
三
つ
を
審
査

基
準
に
そ
れ
ぞ
れ
を
審
査
。
 

競
技
中
に
は
、
強
風
の
た
め

に
揚
が
っ
た
凧
が
突
然
急
旋
回

し
、
隣
の
凧
の
糸
と
混
源
？
す

る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
と
見
物
に

訪
れ
た
人
達
は
凧
揚
げ
の
だ
い

ご
味
を
十
分
た
ん
の
う
し
て
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
西
の
内
八

十
六
枚
の
大
凧
が
展
示
用
と
し

て
特
別
参
加
し
、
大
空
高
く
舞

い
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ご
視
聴
く
だ
さ
い

グ
 

N
H
K
 

「あ
お
も
り
6
3
0
」
移
動
ス
タ
ジ
オ
 

ー
ど
こ
か
で
春
が

ー
 

（会
場
で
は
、
テ
レ
ビ
の
生
中
継
の
様
子
が
 

ご
ら
ん
に
な
れ
ま
す
。）
 

▽
日
時
 

3
月
6
日
⑧
 
午
後

6
時

3
0分

▽
会
場
 
市
中

央
公
民

館
 



広報ごしょがわら 昭和62年（1987年） 3 月1日 

氏
 

雄
 

秀
 

田
 

山
 

黒 
（第634号） ② 

収
入
役
に
仙
難
糞
講

す
 
教
育
委
員
に
高
橋
氏
を
任
命
 

去
る
二
月
＋
三
日
の
市
議
会

第

一
回臨
時
会
で
、
空
席
中
の

収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

が
得
ら
れ
た
山
田
秀
雄
氏
（
逃
 
 

に
二
月
十
四
日
、
選
任
辞
令
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

収
入
役
に
就
任
し
た
山
田
氏

は
、
行
政
了
ノ
四
十
年
の
大
べ

一
て
フ
ン
。
市
内
広
田
に
在
住
し
、
 

昭
和
一
干
一
年
に東
京
高
等
鍛

灸
医
学
校
卒
。
二
十
三
年
旧
栄

村
役
場
書
記
を
振
り
出
し
に
、
 

二
十
九
年
五
所
川
原
市
書
記
、
 

そ
の
後
、
教
育
委
員
会
教
育
次

長
、西
北
中
央
病
院
事
務
局
長
、
 

財
政
課
長
、
建
設
部
長
な
ど
を
 
 

歴
任
。
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱

負
を
「
こ
れ
ま
で
の
行
政
経
験

を
十
分
に
生
か
し
、
出
納
業
務

に
万
全
を
期
す
。
厳
し
い
財
政

下
で
は
あ
る
が
、
経
常
経
費
を

で
き
る
だ
け
切
り
詰
め
、
そ
の

分
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
向
け
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
 

去
る
二
月
十
三
日
の
市
議
会

第
一
回
臨
時
会
で
、教
育
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
議
会の
同
意

が
得
ら
れ
た
高
橋
清
徳
氏
（磐
 

★
個
人
 

◇
書
道
 
佐
々
木
八
重
子
（
松

野
木
小
6
）
、
寺
田
康
行
（
五

一
中
1
）
、
工
藤
真
理
子
、
長

尾
千
穂
子
（以
上
五
二
中
1
）
、
 

片
岡
節
子
（
同
中
2
）
、
中
川

潤
一
（
同
中
3
）
、
中
川
美
雪
 

（
五
商高
2
）
、片
岡
和
人
（
五

農
高
2
）
、
中
川
伸
吾

（
日
大
 

1
)
 

 
◇
写
真
 
嶋
村
則
人

（五
所
高
 

l
)
  

◇
珠
算
 
小
野生
子
（
木
造
高
 
 

に
二
月
十
四
日
、
任
命
辞
令
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
一
年
に

教
育
委
員
に
就
任
、
こ
れ
ま
で

教
育
委
員
長
や
教
育
長
を
つ
と

め
た
鈴
木
太
左
衛
門
氏
が
辞
職

し
た
こ
と
に
伴
い
、
教
育
委
員

に
欠
員
を
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
 

そ
の
後
任
と
し
て
任
命
さ
れ
た

も
の
で
す
。
 

教
育
委
員
に
就
任
し
た
高
橋

氏
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
早
稲
 

1
)
 

 
◇
作
文
 
川
村
敏
広
、
井
沼
道

子

（
以
上南
小
2
）
、
外
崎
冬

子

（五

一
中
1
)
 

◇
図
画
 
古
川
貴
享

（
田川
小
 

4
)
 

◇
版
画
 
奈
良
岡
美
樹
（
田
川

小
2
）
、
渋
谷
昌
展
（
同小
3
）
、
 

鰐
田
豊
子
（
同
小
4
)
 

◇
俳
句
原
田
友
美
（
南
小6
）
、
 

三
H
滑
蔵
（
五
所川
原
俳
句
会
）
 

◇
弁
論
 
原
田暢
子
（
五
一
中
 

3
)
 

田
大
学
高
等
師
範
部
卒
業
。
五

十
年
に
県
立
五
所
川
原
農
林
高

等
学
校
を
退
職
す
る
ま
で
、
一
一

十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
教
職
に

あ
り
ま
し
た
。
同
年
市
議
会
議

員
に
当
選
。
五
十
三
年
か
ら
五

十
七
年
ま
で
市
助
役
を
つ
と
め

て
い
ま
す
。
 

★
団
体
 

◇
合
唱
 
五
所
高音
楽
部
、
五

所
川
原
合
唱
団
 

◇
放
送
 
五
所
高
放
送
委員
会

◇
広
報
 
五
小
P
T
A広
報
部

会
 

◇
環
境
美
化
 五
小
P
T
A学

校
環
境
委
員
会
 

◇
吹
奏
楽
 
五
所川
原
吹
奏
楽

団
 

◇
五
回
受
賞
 
片
岡
節
子
（
五

ニ
中
2
)
 

◇
＋
回
受
賞
 
中川
伸
吾
（
日

大
1
)
 

市
で
は
中
央
公
民
館
で
ニ
月
ニ
十
一
日
、
昭
和
六
十
一
年
度

の
市
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ

ー
ツ
賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
 

市
文
化
奨
励
賞
は
文
化
活
動
に
、
市
ス
ポ

ー
ツ
賞
は
ス
ボ

ー
ツ

活
動
や
ス
ボ

ー
ツ
の
振
興
に
、
そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
成
績
を
お
さ

め
ら
れ
た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
市
が
贈
る
も
の
で
、
表
彰
式

に
は
関
係
者
約
ニ
百
人
が
出
席
。
 

本
年
度
の
文
化
奨
励
賞
は
、
書
道
部
門
で
日
大
一
年
の
中川

伸
吾
さ
ん
が
十
回
受
賞
し
た
ほ
か
、
個
人
一
干
一
人
、六
団
体
、
 

五
回
受
賞
が
一
人
。
 

一
方
ス
ポ

ー
ツ
賞
は
、
五
所
川
原
柔
道
会
と
五
農
高
相
撲
部

が
十
回
受
賞
し
た
ほ
か
、
全
日
本
卓
球
選
手
権
ホ
ー
プ
K
ミ
ニ

男
子
で
史
上
初
の
ニ
運
覇
を
果
た
し
た
南
小
四
年
の
神
健
介
さ

ん
な
ど
個
人
五
十
五
人
、
十
八
団
体
、
五
回
受
賞
の
四
団
体
に

そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

瓦

奏

化

奨

励
登
賞
 

【

、
 

(
 



表
彰
式
で
は
、
個
人
一
人
ひ
とり
と
団
体
に
賞
状
と
記
念
品

を
贈
っ
た
後
、
高
橋
民
一
教
育委
員
長
が
「今
回
の
受
賞
を
契

機
に
、
さ
ら
に
精
進
を重
ね
、
市
の
芸
術
、
文
化
、
ス
ボ

ー
ツ

の
高
揚
に
ま
す
ま
す活
躍
さ
れ
る
よ
う
期
待
して
い
ま
す」
と

あ
い
さ
つ
。
 

そ
の
後
、市
長
代
理
の
山
田
秀
雄
収
入役
が
お
祝
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、受
賞
者
を
代
表
し
て
田
川
小
四
年
の古
川
貴
享
さ

ん
が
「
賞
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
らも
一
生
懸命
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
お礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
式
を
終
わり
ま
し
た
。
 

受
賞
者
次
の
と
お
りで
す
。
 

（
敬称
略
）
 

市文化奨励賞、スニ」ミーツ賞表彰式 

、市スポーツ賞かぐり◇交受ぐタ響ぐシこ＞く夢ミ， 
― 五所川原柔道会、五農高相撲部が 10回受賞乙、、γ 、 
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、
 

［
 
ス
ポ

ー
 

★
個
人
 

◇
陸
上
 
須
藤
広
美
（五
一
中
 

2
）
、三
国
且
人
（
同中
3
）
、
 

今
佳
織
（
五
二
中
3
）
、
小
野

明
美
（
五
四
中
1
）
、
阿
部
珠

美
（
木
造
高
1
）
、
小
野
直
美
 

（五
農
高
1
）
、工
藤
柾
輝
（
同

高
2
）
、
小
野
誘
子
（
五
所
高
 

3
）
、佐
藤
寛
保
、
安
田
信
昭
、
 

原
知
紀
（
以
上
五
所
川
原
市
陸

上
競
技
協
会
）
 

◇
卓
球
 
堀
内美
里
（
南小
2
）
、
 

神
健
介
、
工
藤
さ
く
ら
、
古
川

史
子
、
福
田
真
智
子
（
以
上同

小
4
）
、三
上
佳
子
（
同
小6
）
、
 

櫛
引
英
嗣
、横
山
幸
子
（
五
一

中
2
）
、斎
藤
佳
史
（同
中
3
）
、
 

堀
内
美
和
（五
「
弔
3
）
、
櫛

引
理
恵
（
東
奥
女高
I
）
、
境

谷
恭
子
（
同
高2
）
、
小
田
桐

憲
仁
（
青
商
高
3
)
 

◇
相
撲
 
江
良
慈彦
（
五
四
中
 

2
）
、成
田
琢
弥
（五
農
高
l
）
、
 

平
川
信
和
（木
造
高
2
）
、
菊

地
弘
樹
（
日
大1
）
、
伊
東
勝

人
（
近
畿
大4
）
、
葛
西
老彦
 

（五
商
高
教員
）
、
葛
西
二
三

彦
（
五
農
高
教員
）
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
木村
美
雪
、
 

神
孝
子
、
成
田
美
子
、
川
瀬
由

美
子
（
以
上
五
一
高
2
）
、
亀
 
 

山
美
香
、渋
谷
洋
子
、
木
村
光

人
、小
枝
靖
之
（
以上
同
高
3
）
、
 

佐
藤
武
、
中
川
真
（
以
上五
工

高
1
）
、
中
村
孝
博
、
小
林
裕

一
郎
（
以上
同
高
3
)
 

◇
柔
道
 小
野
鉄
広
、
竹
内
公

悦
、
笠
井
祐
貴
（
以
上五
商
高
 

3
）
、成
田
光
（
八
戸
高
専
3
)
 

◇
ウ
ェ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

舘
山
隆
寿
、
中
村
委
伯
（
以
上

五
工
高
3
)
 

◇
レ
ス
リ
ン
グ
石
岡
宏
康
（
光

星
学
院
高
2
)
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
木
亨
（
弘

工
高
2
）
、
佐
藤
弥
（五
工
高
 

3
)
 

◇
ス
キ

ー
 
平
山
新
三
郎
（
五

所
川
原
市
身
障
者
福
祉
会
）
、
 

平
山
正
治
（
五
所
川
原
市
ス
キ
 

ー
協
会
）
 

◇
ボ
ク
シ
ン
グ
川
口
真
史
（
拓

殖
大
1
)
 

★
団
体
 

◇
卓
球
 
南
小
男
子
卓
球
部
、
 

同
女
子
卓
球
部
、
五

一
中
男

子
卓
球
部
、
同
女
子
卓球
部
、
 

み
な
み
卓
球
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団

◇
柔
道
五
商
高
女
子柔
道
部
、
 

五
農
高
柔
道
部
、五
所
川
原
柔

道
会
 

◇
少
林
寺
拳
法
 
五
工
高
少林

寺
拳
法
部
、
五
一
高少
林
寺
拳

法
部
男
子
チ

ー
ム
、
同
女
子
チ
 

ー
ム
 

◇
陸
上
 
五
所
川
原
市
陸
上
競
 

」（
薗
会
 

◇
ウ
ェ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

五
工
高
ウ
ュ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
 

◇
野
球
 
五
一
中
野球
部
 

◇
相
撲
 
五
農
高
相
撲
部
、
五

所
川
原
市
相
撲
協
会
 

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
 
県
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
五
所
川
原
支
部

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 五
商
高
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
 

◇
五
回
受
賞
 
南
小
女
子
卓
球

部
、
五
一
中
男
子
卓
球
部
、
五

一
高少
林
寺
拳
法
部
男
子
チ

ー
 

ム
、
同
女
子
チ

ー
ム
 

◇
十
回
受賞
 
五
所
川
原
柔
道

会
、
五
農
高
相
撲
部
 

ツ
賞
 



（第634号）④ 

恒
例
の
「
五
所
川
原
雪
ま
つ

り
」
が
ニ
月
八
、
十

一
の
両
日
、
 

市
庁
舎
前
お
ま
つ
り
広
場
を
主

会
場
に
開
か
れ
、
親
子
づ
れ
な

ど
約
七
千
五
百
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

こ
の
雪
ま
つ
り
は
、市
、
市

教
委
な
ど
二
十
二
団
体
の
後
援

を
得
な
が
ら
市
観
光
協
会

（三

上
理
会
長
）
が
開
催
し
で
い
る

も
の
で
、
今
年
で
十
七
回
目
。
 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
初
日
の
開

会
式
で
は
、
三
上
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
引
き
続
き
、
名
誉
大
会

長
で
あ
る
森
田
市
長
が
 
「この

雪
ま
つ
り
を
契機
に
、
雪
を
友
 

達
と
し
て
、
ま
た
雪
か
ら
が
ま

ん
強
さ
を
学
び
、
そ
れ
に
親
し

む
と
と
も
に
大
い
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
同
広
場
で
「
雪
上

カ
ル
タ
」
「雪
上
親
子
綱
引
き
」
 

「ズ
グ
リ
回
し
」
が
、
ま
た
岩

木
川
河
川
敷
の
北
斗
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
「
凧
あ
げ
」
が
そ
れ
ぞ
 

」
 

＊寧寧寧寧＊寧寧亭寧＊＊零寧字字字寧寧＊亭字＊********* 

蕪鷺購麟燕曹 
******＊師こ師と＊****＊出議＊出’出出建出メ＝虫出山メ＝山虫ク 

に7500人 

親，しみ、大し
きつをうI!iべ 

、
 良く回」って 	か。気持ちを込めて 「エイッ」。 
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手踊りコンクールぞ「手踊り」を披誘する 一
子ども達。 

れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
雪

上
カ
ル
タ
に
二
十
九
チ
ー
ム
、
 

綱
引
き
に
十
三
チ
ー
ム
、
ズ
グ

リ
回
し
に
二
十
三
チ
ー
ム
、
そ

し
て
凧
あ
げ
に
七
十
二
人
が
参

加
。
参
加
者
は
、
見
守
る
観
衆

か
ら
盛
ん
な
声
援
を
受
け
な
が

ら
健
闘
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
十
一
日
に
は
、
市
民
文

化
会
館
で
歌
謡
・
津
軽
民
謡
・
 
 

津
軽
民
謡
手
踊
り
の
各
コ
ン
ク
 

ー
ル
が
行
わ
れ
、
西
北
五
か
ら

約
百
人
が
出
場
し
満
員
の
観
客

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
ま
つ
り
期
間
中
お

ま
つ
り
広
場
に
は
氷
の
彫
像
七

基
が
展
示
さ
れ
目
を
引
い
た
と

と
も
に
、
か
ま
く
ら
や
雪
灯
ろ

う
な
ど
七
基
が
作
ら
れ
子
ど
も

達
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
 

(
 

r
 



五
所
川
原
郵
便
局
か
ら
、
 

ま
つ
り
参加
者
に
対
す
る

賞
と
し
て
テ
ィ
シ
ュ
ぺ

ー
 

パ
ー
二
百
四
十
個の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。
 

、
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津
軽
民
謡
の
部
 
①
野
宮
忠
徳
 

（板
柳
町
）
 ②
ニ
上
嘉文
 

（
中里
町
）
 

津
軽
民
謡
手
踊
り

（
少年
個
人

の
部
）
 
の
木
津
未
由
希
（
木

造
町
）
 
②
工
藤
直
美
（
木

造
町
）
 

同
（
一
般
個
人
の
部
）
 
①
糸

谷
つ
ね
子
（市
浦
村
）
 ②

加
賀
谷
絹
江

（田
町
）
 

上
見
一
嘉
（
以上
飯
詰
）
 

高
校
・
一般
の
部
 
優
秀
賞

成
田
一
弘
（稲
実
）
、坂
本

修
次
郎
（鶴
田
町
）
、
工
藤

末
三
郎
、
葛
西
兼
繁
（
以上

飯
詰
）
、
渡
辺
義
男
（
藻
川
）
 

◇
歌
謡
・
津
軽
民
謡
・
津
軽
民

謡
手
踊
り
 

歌
謡
の
部
 ①
今
憲
朗
（l
R町
）
 

山
川
光
徳
（
新
宮
町）
 

◇
ズ
グ
リ
回
し
 
①
福
岡
子
供

会
A
 
②
田
園
町
子
供
会B
 

③
鎌
谷
町
子
供
会
B
、
松
島

町
五
丁
目
子
供
会A
 

◇
凧
あ
げ
 特
別
賞
 
高
橋
密

義
（
藻
川
）
 

小
・
中
学校
の
部
 優
秀
賞

下
山
正
美
（
柏村
）
、
工
藤

拓
郎
（
車力
村
）
、
境
谷
稔

顕
（
一
野坪
）
、上
見
美
佳
、
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

◇
雪
上
親子
綱
引
き
 ①
飯
詰

子
供
会
 ②
田
園
町
子
供
会

③
福
岡
子供
会
、
長
者
子
供

会
 

◇
雪
上
カ
ル
タ
 
①
湊
子
供
会
 

B
 
の
長
者
子
供
会A
 
③

第
一
千鳥
子
供
会
B
、
鎌
谷

町
子
供
会
A
 

,皆の人気を集めた雪警 子
 



「
 

一
 

一
 

「
 

一
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熟 

入
団
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
 

連
絡
先
 
市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
 

ム
（
き
＠
一
一
六
〇一
一
番）
 

毎
週
月
・
土
曜
日
の
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

広報ごしょがわら 

社
会
福
祉
に
と

4
万
2
千
円
余
 

敷
島
町
青
年
部

（
木村
清
一
 
 

年
部
の
太
田
光
成
副
部
長
と
成
 
市
で
は
、

こ
e
た
び

部
長
 
部
員
三
十
五
人
）
で
は
  

田
正
昭
書
記
の
二
人
が
市
役
所
 
の
寄
付
金
を
市
社
会
福

ニ
月
士
ニ
日
、社
会
福
祉
の
た
  

を
訪
れ
、
森
田
市
長
に
そ
れ
を
 
祉
協
議
会

の
福
祉
基
金

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
四
  

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
 

に
預
託
し
ま
し
た
。
 

万
ニ
千
七
百
円
を
寄
付
、
同
青
  

同
青
年
部
が
昨
年
大
晦
日
に
、
 

同
青
年
部
で
は
、
こ

神
明
宮
に
奉
納
し
た
大
鏡
 
れ

ま
で
も
毎
年
、
交
通

も
ち
を
、
先
に
地
元
町
内
 

遺
児
寄
金
や
善
意
銀行

に
護
符
と
し
て
配
っ
た
際
 

な
ど
に
寄
付
を
続
け
て

寄
せ
ら
れ
た
お
金
を
寄
付
 

お
り
、
関
係
者
か
ら
大
 

さ
れ
た
も
の
。
 

変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

森
田
市
長
は
、
こ
の
寄

付
に
対
し
 
コ」
好
意あ
り
 

が
た
く
頂
だ
い
い
た
し
ま

す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に

十
分
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
 

歌
な
ど

に
お
年
寄
り

大
喜
び
 
駅
るみ
園雌
 

上
平
井
町
青
年
部
（
川
嶋
桂
弐
部
長
 

達
五
十
人
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 
も
の
。
 

部
員
一
干
人
）
で
は
二
月
十
五
日
、
 

同
青
年
部
は
四
年
前
に
結
成
 

カ
ラ
オ
ケ
に
は
、
昨
年
、
C
 

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
カ
ラ
オ
ケ
な
 

さ
れ
、
以
来
こ
れ
ま
で
町
内
の
 

B
s
ソ
ニ

ー
カ
ラ
ォ
ケ
祭
り
東

ど
で
慰
間
し
、
同
ホ
ー
ム
の
お
年
寄
り
 

ね
ぶ
た
運
行
、
街
灯
の
清
掃
、
 

北
大
会
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
 

ン
十
 

子
ど
も
達
と
の
も
ち
つ
き
会
な
 
っ
た
五
商
高
二
年
の
竹
谷
美
和

べ
、

‘
 
ど

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
 

子
さ
ん
（
1
6）も
協
力
参
加
o
 

が
、
さ
ら
に
活
動
範
囲
を
町
外
 

さ
ら
に
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第

に
も
拡
げ
て
い
こ
う
と
の
声
が
 
八
団
（
鶴
谷
暁
子
団
長
）
の
団

高
ま
り
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 
員
三
人
も
、
焼
き
た
て
の
た
い

そ
の
結
果
、
今
年
は
く
る
み
園
 

焼
き
を
お
年
寄
り
達
に
配
っ
て

を
慰
間
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
 

協
力
。
 

れ
に
は
、
部
員
の
中
に
た
い
焼
 

お
年
寄
り
達
は
、
ホ
カ
ホ
カ

き
屋
さ
ん
が
い
る
こ
と
か
ら
、
 

の
た
い
焼
き
を
食
べ
な
が
ら
、
 

お
年
寄
り
達
に
焼
き
た
て
の
た
 
「

博
多
の
灯
り
」
 
「他
人
船
」
 

い
焼
き
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
 な
ど
約
二
十
曲
の
カ
ラ
オ
ケ
を

を
フ
オ
ケ
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
 

聴
き
大
喜
び
で
し
た
。
 

ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
った
 

も
 

g
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二
月
八
日
、
福
島
市
音
楽
堂
 

は
同
月
一
日
、
青
森
市
で
開
か
 
だ
さ
い

」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

で
開
か
れ
た
 
「全
日
本
ァ
ン
サ
 

れ
た
県
大
会
に
初
出
場
し
、
青
 

東
北
大
会
終
了
後
、
奈
良
団

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
大
会
」
 
森
、
弘
前
な
ど
の
強
豪
を
勝
ち
 
長
は
 
「
全
国
大
会
出
場
は
な
ら

に
五
所
川
原
吹
奏
楽
団
（
奈
良
 

抜
き
一
般
の
部
で
見
事
初
優
勝
 

な
か
っ
た
が
、
初
出
場
で
こ
こ

英
人
団
長
）
が
出
場
、
惜
し
く
 
を

飾
っ
た
も
の
。
 

ま
で
や
れ
て
う
れ
し
い
。
来
年

も
全
国
大
会
出
場
は
な
ら
な
か
 

奈
良
団
長
と
小
野
祐
悦
同
吹
 

を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」
 

っ
た
も
の
の
、
見
事
銀
賞
を
獲
 

奏
楽
団
技
術
委
員
長
は
同
月
六
 

と
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
 

得
、
そ
の
演
奏
は
満
員
の
聴
衆
 

日
、
市
役
所
を
訪
れ
森
田
市
長
 

同
吹
奏
楽
団
で
は
、
今
年
の

を
魅
了
し
ま
し
た
。
 

に
東
北
大
会
出
場
を
伝
え
ま
し
 

五
月
三
日
に
市
民
文
化
会
館
で

同
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
 

た
。森
田
市
長
は
こ
れ
に
対
し
、
 
定
期
演
奏
会
を
開
く
こ
と
に
し

同
吹
奏
楽
団
が
特
別
に
編
成
し
 
「

東
北
大
会
出
場
本
当
に
お
め
 

て
お
り
、
そ
の
練
習
に
入
っ
て

た
奈
良
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
 
で

と
う
。
市
の
名
誉
の
た
め
に
 

い
ま
す
。
ま
た
団
員
も
募
集
中

金
管
八
重
奏
団
。
同
八
重
奏
団
 

も
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
き
て
く
 
で

す
。
吹
奏
楽
の
好
き
な
方
は
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書 	名 著 者 名 ", 	名 著 者 名 

飽 	食 	日 	本 陸 	培 春 ア メ リ カ 素 描 司馬遼太郎 

女が複眼になるとき 工藤美代子 戦 争 	案 内 戸井 昌造 

図でわかる民法 鹿毛 継雄 嵐ケ丘ふたり旅 河野多恵子 

夫たちの憂う っ 斎藤 茂男 人 工 水 品 体 吉行淳之介 

子育 て の 歴 史 中谷 君恵 勝者は歴史を読む 南篠 範夫 

東北の 土人形 八戸市立博物館 わたしの 
おせっかい談牲 沢村 貞子 

獄中 の昭和史 

宇 宙 素 粒わ 子た ・し 

	  

た ち 

風早八十ニ 五十代の落書き 黒井 千次 

学び働く女の時代 冨士谷あっ子 魚河岸ものがたり 森田 誠吾 

地域福祉講座 右田紀久恵 ぬ 	る 	い 	風 岩田 	宏 

子どもの発達と家庭 小関 康之 柳 生 兵 庫 助 

回 転 

	  

木デ 馬ッ のド 	
！ 
一  

津本 	陽 

料理の消えた台所 江原 	恵 武 蔵 坊 弁 慶 富田 常雄 

佐治 晴夫 身 	も 	心 	も 林 真理子 

暦の 百科事典 暦 の 会 
.
 
 ヒ
 
ト
 

村上 春樹 

民 芸 	入 門 吉田 球也 フアデイッシュ考現学 田中 康夫 
市民が紹えたノ 
ゴミのIJサイクル 松田美夜子 雲の上はいっも青空 福田みな子 

コンピニ1，ータ 
グラフイクスの技法 安居院 	猛 く るいきちがい考 な だ いなだ 

国 語 	元 年 井上ひさし 願騎採軍の死 伴野 	朗 

憂愁の エ ロ ス 辻 	邦生 機 土 	荘 厳 杉本 苑子 
プルースだって 

ただの唄 藤本 和子 海 猫 屋 の 客 ’村松 友視 

児
童
手
当
改
正
の
お
し
ら
せ
 

（
税務
課
か
ら
）
。た
だ
し
本
年
 

一
月
一
日
以
降
に
転
入
の
方
は

前
住
所
地
か
ら
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

（
 

。
内
線
ニ
七
六
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

四
月
一
日
か
ら
二
人
目
の
子

ど
も
に
も
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
今
回
の
主
な
改
正
点

は
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童

を
含
む
二
人
以
上
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
も
手
当
が
支

給
さ
れ
る
点
で
す
。
 

マ
受
給
資
格
者
 

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
百
以

後
に
生
ま
れ
た
児
童

（四
月
一

日
現
在
で
満
四
歳
未
満
）
を
含

む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人

以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。
又

は
小
学
校
」
軍
終
了
前
の
児
童

を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
 

三
人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ

と
。
 

現
在
申
請
書
を
受
付
中
で
す
。
 

申
請
書
を
提
出
さ
れ
な
い
と
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

実
際
の
支
払
い
は
六
月
か
ら
に

な
り
ま
す
。
 

な
お
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
 

事
業
所
か
ら
の
支
払
い
に
な
り

ま
す
の
で
届
出
は
不
要
で
す
。
 

▽
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
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囲囲囚図固 市立図書館 「市役所の電話番号は⑩2川番］  

f農業者年金現況届の、1 
I 	 l 

、、～一提出を忘れすにーー／I 

現在、農業者年金の経営移嬢年金及

び老齢年金を受給されている方は、3月 

31日までに農業者年金基金に現況届を

提出しなければなりません。 その用紙

は、毎年 2 月に同基金から直接、本人

あてに送られています。 

●証明・確認 

現況届には、受給者の印のほか市長 ， 

の印と農業委員会長印が必要です。 市 

役所の市民課（住民登録が支所にある 

方の場合は支所）で、必ず先に生存証 

明を受けてから、農業委員会で確認を 

受けてください。 

なお、老齢年金のみの受給者は農業 

委員会で確認を受ける必要はありませ 

ん（証明、確認は、 3 月1日以降に受 

けるようにしてください）。 

●提出期限 

現況届の提出期限は 3 月31日ですが、 

それまでに提出されませんと年金の支

払いが一時差し止められますのでご注

意ください（年金をはじめて受けられ

るようになってから、 1年を過ぎてい

ない方は提出する必要はありません）。 

詳しいことは、農協又は市農業委員 一 

会事務局（＝内線229・230番）へお問 	’ 

い合わせください。 

I患者さんの作品を展示 I 

I  
鍵 
ミ“空北中央病院精神科では、精神科 ミ 

ミ讐戸亨んのI乍菜療法の作品展を開催ミ 

ミし三T。 	 ミ 

I請篇ク 3fl19を208 ちしてします I 

Iレ Th口置1UH 篇 6B 	i 

ミレ麿jJ、口口一型番二讐刀サポ出上’手芸ミ 
鳶 	 i'b且’りp七サイ クはか 	鳶 
鳶 	 逮
惑クそmmmmIm勿そmmmmm勿z~mmzz勿‘mmmミ 

鄭m~l多mm●zmm~勿劾m多2~ミ 
寒 	 鳶 
武 
寒 田~ -. F ~Iトロ ~ ．＝ 羨 

I葺 , 
鳶 多豊女じ 



（老人保健制度が 

かわりました） 

タF 薬ビに二3 
・各月の昌ネ刀の 
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＝第る回はがき絵だより 	~ 
I コンクール作品募集~ 
I 	五所川原郵便局」 

レ応募方法 作品は、津軽地方の風物を広く

紹介する内容とし、官製はがきに絵を書き、 

それに簡単な文章を付ける。 あて名は 「〇

〇先生」 「おじさんの〇〇さんへ」 「お友

達の〇〇君へ」 などで良く、住所、氏名な

どは記入する必要はありません。 

（部門は小学校低学年、同高学年、中・高

校生、一般の 4 部門） 

）」；と募締切 3 月31日 

レ送付先 五所川原郵便局 「第 3 回はがき絵

だよりコンクール」 係（ 9 037 五所川原市

旭町53-1 血（,3>3202番） 

国日宮号閲aとする園圏冒圏図 
★建築士事務所の管理講習会 

レ日時 3 月 4 日 午前 9時20分～午後 4 時 

40分 

レ場所 青森市文化会館（青森市堤町） 

D対象 管理建築士及びこれに準じて建築士 

事務Iり〒の管理業務に携わる建築士 

主催 牡）県建築士事務所協会 

★建築士のための指定講習 

D 日時 3 月18日 午前 9 時30分～午後 4 時 

30分 

D 場所 青森市文化会館 

1::' 対象 建築士一般 

主催 牡）県建築士会 

詳しいことは、県建築住宅課（廿0177@)11 

11番 内線4354番）へお問い合わせください。 

国民年金の納付組織 

に加入しましょう gー 
サラ I) ーマンの厚生年金保険料や、公務員

の共済組合掛金は給与から天弓はされるので・

安心ですが、自営業者などの国民年金保険料

は自主納付-C)ため、ともすれば納め忘れも考

えられます。 

そこで、糸内め忘れを防ぎ、ひとりひとりが

納めに行く手間を省くために、地域の人達が

結集したのが 「国民年金保険米i梓内付組織」 で・

す。 

この納付組織は、〇〇納税I浮蓄組合や〇0 

婦人部などの名称で、係の人が個々の事情に

合わせて集金をしてくれるなど何かと便利で

す。 

あなたも、国民年金ク時内付組織に加入して、 

保険料を完納しましょう。 
公正取引委員会では、広く消費者の皆様か

ら日常の生活経験に照らした率直なご意見、 

ご希望や情報の提供をいただき、消費者行政

に役立てるため消費者モニターを募集してい

ます。 

ン応募資格 青森市から交通所要時間1時間

半程度以内のf也域に居住する20歳」・；よ上の消

費者（県内採用予定10人）' 

レ任期 本年4 月～昭和63年 3 月末 

D問い合わせ先 公正取引委員会事務局仙台

地方事務所総務課（か0222電，)7095番）又は 

一 	県，肖費所L通課（廿0 177電2)1 111番 内線2230 

、 	 番） 
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船員遺族の皆さんへ 
職務上で死亡された商船の殉職船員遺児へ援

護金が支給されます。 

レ支給期間 出生から高等学校を通常の期間に

より卒業するまでの間 

レ支給額 1人当たり月額 6,000円。 別に、入

学記念品として小学校に入学したとき 30,000 

円、中学校、高等学校に入学したとき、それ

ぞれ10,000円贈呈。 （ただし、生活困窮者に

限りますJ 

詳しいことや申請は、鮒）日本殉職船員顕彰会 

(=03-234 - 0662番 東京都千代田区麹町4-5 
海事センタービル内）へどうぞ。 

津軽大凧を揚げる大会 
、 	津軽カイトクラブ 	ノ 
D 日時 3 月 8 日（日） 午前 9 時～午後 3 時 

レ場所 松島小学校付近（広域農道に面した水 

田） 

レ種目 A クラス・西の内60枚1-::よ上、 B クラス 

・I司40--50枚台、C クラス・同30枚台、Dク 

ラス・同20枚台 

※観覧者には豚汁を用意しています。 

自動車の名義変更・廃車 
手続・車検はお早目に！1 

3 月の陸運支局は大変混雑します。 

D 受付時間 

平 日 午前 8 時45分～正午 

午後 'U寺-'-.4 時 

土曜日 午前 8 時45分～11時30分 

青森陸運支局

八戸陸運支局 

f閲間k字旦9二二1 
し囲目圏園智尋閲号yノ 

レ生涯学習講座（通信講座） 

書道、硬筆、俳句、短歌、囲碁など32 

講座。 

受付期限 4 月 ' 5 日 

レ高等学校 普通科コース 

4 年間の学習で高卒資格が取得できま 

す。 

申込受付 3 月 1 日～4 月15日 

1::;' 高等学校 教養コース 

国語、英語など21科目を学習。 

申込受付 3 月1日～4 月30日 

レ海外在住者コース 

詳しい案内書をご希望の方は、 

〒186 東京都国立市富士見台2-36 NH 

K学園 8 Ell係に、講座名およびあなた

の郵便番号、住所、氏名、電話番号をハ

ガキに記入してご請求ください。 

こんなことに気が軸難 
ついたらますご相談を 

障害児療育通園施設 

	．弘前大清水学園．ー 

' 2才過ぎてもことばがでない／ 

● 話しかけているのに目が合わない／ 

● 3 才過ぎてもおむつがとれない．ノ 

レ受付時間 日曜・祝日以外の午前 8時～ 

午後 5 時30分・（土曜日は午後 3時まで） 

か 01723)3166番： 

rE 二 華’誌烏内から買ってノ~ 

~ノ、~~~,●ノ●ノー~ノ．~ノ．~,．ノ，’ 

I 楼芋了き 41円4U参受）にな 	 I 

， あなたが市V 
‘ お買い求めに右 

I たばこ消費税カ 
' （たとえ「よマイ 
, 1箱（こつき 4lF 
！ ります。 

！ 剖ぎ子挙讐税が市の収入 	 ， 

' J三三え序マ二)ヒどrプン 	！ 

あなたが市内て・・たばこを
お買し、求めになりますと、 
たばこ消費税が市の収入 
（たとえ「よマイルドセフ’ン 
1箱（こつき 41円40銭） にな
ります。 
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健康 

コーナー 

『 3月の保健センター相談日』 

3 月 6 ・ 13・20・27日です。 〈毎週金曜目） 

時間 午前10時～午後 3f昨まて％ 

内容 保健婦が血圧測定、尿検査を含めた健

康相i淡に応じますので、赤ちゃんからお年寄り

までお気軽にご利用ください。 

お問い合わせは市衛生課へ（か内線268、 

乳幼児の健康診査 

レ場所 市保健センター 

レ受付時間 午後1時～1時30分まで。 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオ 

' 	Jt o 

※注意 （D6カ月児健康相談の際に、神経

芽細胞腫（小児がん）の検査セットを配付し

ますが、当日つごうで来れない場合は検査セ 

・ソ トを衛生課窓口にて配付いたしますので、 

6カ月、 7カ月の赤ちゃんは、ぜひおル、で・く

ださい。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子I 

さんはご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 日 内 	容 

3 か 月 児 361年11月生 3 月10日因 健康診査 

6 か 月 児 S 61年 8月生 3月17日因 健康相談 

1 	歳 	児 S61年 2月生 ・3月23日（月） 健康相談 

1歳6か月児 S60年 9月生 3 月24日因 健康診査 

3 	歳 	児 今月はありません。4 月16日予定 

お問い合わせは、市衛生課（雷内線 268・272番） 

ノ、どうぞ。 

日
に
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日
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「愛の献血」お願いします 

っ
り〕
 

目
H
  

日
  

午 午 

3
H

因
  

10時～正午 1時30分～4時 

市役所前 

お祭り広場 

NTT 

五所川原電話局 

11 

日 

、水） 

10時～正午 1時30分～4時 

毘沙門・長富 

コミュニテイセンター 

東北電カ 

五所川原営業所前 

27
L] 

10時～正午 1時30分～4時 

コミュニテイ 

センター中川前 

マルトモデパート 

駐車場 

市役所の電話番号は⑩2川番 

みんなの健康教室 
医師会と家庭を結ぶ 「みんなの健康教 

室」 が開かれます。 お気軽においでくだ 

さし、0 

日寺 3 月27日（金） 午後 1時 

所 市保健センター 

マ アレルギー性鼻炎について 

師 鈴木 義人先生 

（鈴木耳鼻咽喉科医院長） 

n 
11二1ゆと受』 

主催 北五医師会 市民保健協議会 

時
 

一
  

日

場
テ

講
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D
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休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

35-2019番 
（救急医療部会） 
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